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ICTを活用した医療アクセスとオンライン診療利用シーン
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三重県鳥羽市の事例 離島をつなぐ医療情報ネットワーク



患者（離島）

看護師
（離島）

本土の医師

三重県鳥羽市の事例 外来患者のオンライン診療（DtoPｗN）
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三重県鳥羽市の事例 在宅患者のオンライン診療（DtoPｗN）
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三重県鳥羽市の事例 遠隔から医師がiPADで閲覧（DtoPｗN）
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コロナ禍でのICTのキーワード

・オンライン診療
・電話（緊急時,診療）

リアルタイムのやり取り

非接触

連携

・WEB問診システム
・遠隔モニタリング
・コミュニケーションチャット

・患者は, いつでも書き込み
・医療者は, 空いた時間に利用
・画像も共有

非同期
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～ 仮想待合室で待つ患者に、ダイナミックに医師がつながる ～

MICIN社の資料より

東京都品川区の事例 コロナ自宅療養患者のオンライン診療
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※広島県の公式資料より

WEB問診
Symview

クロン
タイプC

広島県の事例 コロナ自宅療養患者のオンライン診療
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電話

対象患者か
を確認のみ

WEB問診

・広島県在住か
・コロナ自宅療養か
・名前（カタカナ）

18歳～40歳 ＆ 今回が初めて ＆ 家族受診無し
＆ 呼吸苦・脱水・下痢が全て無し ＆ 既往歴無し

WEB問診導入で通話
が１５分⇒３分へ

オンライン診療：電話診療比が
６０％：４０％⇒８０％：２０％へ

自宅から
WEB問診
入力

SymView
問診データ

患者自動カテゴライズ

オンライン診療センター

重症患者
（呼吸苦、
脱水）を優先

遠隔候補
のみ対応

オンライン診療（一部電話診療）

オンライン診療（一部電話診療）

広島県下の当番の診療所

広島県の事例 コロナ自宅療養患者のオンライン診療

～ WEB問診でトリアージして、センターと各診療所の医師に割り振り ～
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運営主体 主要ICTツール 特徴 課題

品

川

モ

デ

ル

品川区保健所

(品川区医師会

が支援)

　 ク ロンタ イ プC

　 (MICIN社)

・ コ ロナ自宅療養患者に特化し たオンラ イ ン診療

　 体制の構築を実現（ バーチャ ル待合室の患者を

　 対応可能な医師が手上げし て診療）

・ 患者はアプリ ダウンロード 、 ID登録なし で利用

　 可能

・ 一部の医師に対応が集中

・ 患者と ビデオチャ ッ ト でつながってから 問診を

　 オンラ イ ンで開始するため医師に負担

・ 患者の事前ト リ アージが出来ない

広

島

モ

デ

ル

広島県

(広島県医師会

が支援)

　 ク ロンタ イ プC

　 (MICIN社)

　 Sym view

　 (レイヤード 社)

・ センタ ーに医師が集まり 、 スタ ッ フ が患者と つ

　 ないだのち、 医師がスムーズに診療開始

・ 広島県各地の各診療所から も 軽症患者へオンラ イ

　 ン診療で対応

・ ＷＥ Ｂ 問診Sym viewで問診データ を共有、 ト リ

　 アージを実現

・ センタ ー運営のコ スト 的負荷（ ５ 類で閉鎖か）

・ Sym viewと ク ロンタ イ プCが連携し ていないた

　 め患者の入力負荷（ 氏名、 住所などを二度入力）

事例分析
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目的： ICTを活用して、最適な医療体制の提供と共に医師及び
医療者の負荷軽減（働き方改革）を実現しながら群馬県
の地域医療を支える

システム： WEB問診システムとビデオチャットの連携による
新しいオンライン診療システムの構築

特徴：
１．地域包括ケア、災害対策、感染症対策等のセーフティネット

としての役割
２．僻地・悪天候時（凍結など）の安定的医療体制の実現
３．看護師などコメディカルによるオンライン医療相談体制の実現

「群馬モデル」構想（案）
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吾妻郡患者
データベース

・問診データ
・診療ステータス等

吾妻郡医師会

在宅患者

患者

施設入居患者

コロナ患者
（観光者）

（旅館コンシェ
ルジュが入力）

問診票

在宅用問診

在宅用問診

施設用問診

コロナ用問診

在宅用問診

コロナ用問診

コロナ用問診

在宅用
問診

施設用
問診

コロナ用
問診

山田医師

鈴木医師

田中医師

山田医師

山田医師

山田医師

田中医師

（患者/家族/
多職種が入力）

（施設スタッフ
が入力）

A診療所

山田医師

B診療所

鈴木医師

オンライン
診療

オンライン
診療

ポイント

１．オンライン診療による発熱外来、在宅医療の実施（対象患者をどこまで広げるかは要検討）

２．それぞれにあわせたWEB問診票を作成して対応
３．WEB問診票からビデオチャットを連携させ、オンライン診療を実施

吾妻郡でのトライアルモデル（案）
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SV画面

問診票タイプ

発熱用問診

在宅用問診

施設用問診

発熱用問診

山田医師

鈴木医師

田中医師

山田医師

山田医師

山田医師

田中医師

①患者ごとに当直医師を割り振り

WEB問診からオンライン診療の流れ

コロナ用問診

発熱用問診

発熱用問診
②患者にビデオチャットのURLを送信

患者

③問診を事前にみてオンライン診療

医師
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WEB問診内で電子決済も可能
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告知 問診 オンライン診療 支払い

患者/家族
（多職種の支援）

医師会

医療機関

薬局

医師会
ホームページ

WEB問診
入口

問診入力
（家族/多職種代行）

WEB問診
着信

クレジット
番号も入力

・新着通知音

メールorSMS
が届く

オンライン
診療

医師が入るのを
待機

（D2PwNなど）

診療録/レセ/
処方箋発行（原本は後日郵送）

クレジット
カード決済

服薬指導

振込み
（月末締め）

支払額
通知

処方薬
受取り

処方薬
受取り

医師へ支払

URL通知

システム運用フロー（オンライン診療）

・コロナ/発熱
・在宅/施設
・災害時
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システムのセキュリティについて

※上図は、株式会社レイヤードが提供するWEB問診Symviewで提供しているセキュリティ例
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将来展開の可能性

看護師 医師

オンライン
医療相談

WEB
問診

問い合わせ 問診入力

オンライン
診療

訪問診療

来院による
対面診療

医師による
判断

診療

専門医によるDtoD

患者

支援
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